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瀬戸内海燧灘沿岸部の海苔養殖に及ぼす陸域由来栄養塩供給変化の影響
Effect of variation in the nutrient supply from terrestrial area on the coastal seaweed
cultivation in the Hiuchi-Nada
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近年瀬戸内海全域に共通の傾向として養殖海苔の色落ち・不作が深刻化しており，その原因究明および対策は急務の
課題とされている．これまで，下水道の普及等にともなう陸域からの栄養塩供給量の減少が，海苔不作の一因となって
いる可能性が指摘されてきた．しかしながら，栄養塩供給経路は地表水のみでなく，厳密には地下水や海底堆積物から
の供給も考えられることから，それらを含めた複合的な影響評価が不可欠である．そこで本研究では，海苔養殖に及ぼ
す陸域由来の栄養塩供給量変化の影響について検討することを目的とし，全国有数の青海苔の漁場である瀬戸内海燧灘
沿岸部を対象に，最近約 40年間の海苔養殖量と栄養塩供給量の変化との対応関係を確認した．また，地下水由来の栄養
塩供給の影響等についても検討を行った．
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